
 

 

１３・５・２６ 

「私を強くしてくださる方によって」ピリピ４：１３ 

 

Ⅰ パウロは、人々にも心から祈りを要請し感謝する人だったが、それと共に自分は主にあって満ち足

りており、迫害の中でも、常に主によって支えられている事を伝えたいと切望していた。「私は、私を

強くしてくださる方によって、どんなことでもできるのです」：１３という力強い言葉には、謙遜の心

が込められている。一度聞いただけでは、傲慢のように聞こえるが、良くみると、主に対しする最大

限の栄光と賛辞が込められている。この御言葉は、文脈と原語的に「私を強くし続けてくださるお方

によって、私は、すべての事にあたることができる」と訳せる。前の節と関係がある。つまり、「私は、

私を強くし続けて下さる、力を注入し続けて下さる主によって、あらゆる境遇（困難、苦しみ、貧し

さ、迫害、富の誘惑）に対処できる」という意味。パウロは、自分の力でできると言っていない。す

べての事に対処できるのは、力を与えて下さるお方によってという意味。パウロは、「どんな境遇にあ

っても満ち足りることを学びました」：１１と言っている。初めからそれができたのではない。自己充

足の秘訣、環境、周囲の状況に振り回されない秘訣を習得する必要があった。「満ち足りることを学び

ました」という境地に達するまでの過程→過酷な試練、御言葉の深い理解、個人的な主との出会い、

主の素晴らしい模範に従う事が必要だった。そして、その決定的な理由は、本日の１３節にある→こ

れまでに発見した最大の秘訣は、「私の中に力を注ぎ続けてくださるお方に強められて、いっさいの事

に対処できるようになった事」だと。パウロは常にこの原点に立ち返っている。すべての主張は常に

キリストに関する言葉で締めくくられている。キリストはどんな境遇にも、どんな出来事、試練にも

取り組むことができる力の源。クリスチャン生活とは、単なる道徳の教え、知識ではなく、主に結ば

れた生き方、主からの力と愛と思慮分別で生きる生き方である。１：６に「あなたがたのうちに良い

働きを始められた方は、キリスト・イエスの日が来るまでにそれを完成させてくださる」とある。あ

なたは、神が素晴らしいみわざを始められた対象である。神があなたの内に入って、今、正に働いて

おられる。神が、私たちの内に働き、私達を通してみわざをなさる。２：１２，１３も見たい。「恐れ

おののいて自分の救いを達成してください。神は、みこころのままに、あなたがたのうちに働いて志

を立てさせ、事を行わせてくださる」とある。神が御心に従い、私たちの内に働きかけ、志を立てさ

せ、事を行わせて下さる。もちろん、自分の思いが、神からのものか、自分の勝手な思いかを識別す

る祈りが常に必要。「神の全能の力の働きによって私たち信じる者に働く神のすぐれた力がどのように

偉大なものであるかを、あなたがたが知ることができますように」（エペソ１：１９）。この「あなた

がたが」を「私が」に変えて、自分の祈りとして心から祈り、神の優れた力を知り続ける者でありた

い。実に神は「私たちのうちに働く力によって、私たちの願うところ、思うところのすべてを越えて

豊かに施すことのできる方」（３：２０）。霊的なぶどうの木である主につながり、留まっている者は、

「主が十分な命と力を注ぎ込んで下さるので、強められて、いっさいの事に対処できる。私達は、一

人で放り出されてはいない。一人で空しく戦い続けているのではない。主ご自身からの素晴らしい力

が注がれている。私達はパウロから励まされる。投獄中のパウロ。これまで多くの苦しみを味わい、

さまざまな辛さを体験している。迫害され、嘲笑され、非難され、時には同労者により苦しめられ（ピ

リピ１：１５－１７）、今や獄中にある。心に疑惑が生じても不思議でないほどの境遇である。それに

もかかわらず、「私を強くして下さる方によって、すべての事に耐え抜くことができる」と言う。  



 

 

Ⅱ 私達の分がある。神の喜ばれない罪を犯し続け、必要な時だけ神の力を求めても与えられない。私

達の分は、神の喜ばれない罪、悪から離れ、主に近づき、御言葉と祈りで主としっかり繋がり続ける

事。ぶどうの木と枝の様に。霊的な健康と肉体の健康には似た所がある。霊も肉体も神が造られたか

ら。体に悪い物を、食べ続け、体に悪い活動をし続けるなら結果として健康を害する。健康はバラン

スのある生活の結果である。霊的な健康も原則は同じ。霊、心に罪、悪いものを入れ続け、罪、悪に

近づき、悪、罪の活動をし続けるなら霊的な命と力を与え続けて下さる神との関係は崩れ、霊的な健

康を害する。霊的な健康、力をいただく秘訣は、主のもとに行く事。主と共に時を過ごし、主につい

て黙想し、主をより深く知り続ける。それがパウロの最大の願い。私達は主と交わり結びつきを保持

し、主を知ることに思いを集中する。その他に大切な事＝主が命じられる事、喜ばれる事を主が与え

て下さる力により実行する事。聖なる神との関係を壊す有害な罪を避け続ける。自分を駄目にする場

所に踏み込まないように祈り主に頼る。信頼できる人に祈ってもらう。健康になりたければ、有害な

物を避けなければならない。同じ様に、霊的な健康も、霊的な原則を守り続ける中で与えられる。信

仰生活に安易な近道はない。日々、御言葉を読み味わい、罪を悔い改め、祈り、日常生活の中で主と

共に歩む積み重ねこそ霊的な健康の力への道。これらを実行し続けるなら神は聖なる力を注ぎ込んで

下さる。それは霊的な輸血のようである。ここに多量に出血した病人がいるとしよう。命が衰え、息

をするのがやっと。この人には、良い血液の輸血が必要。主は、弱さのある私達に対してそのような

処置をして下さる。私達は霊的な力が衰え、時として自分の内には霊的な血液が失われてしまったと

感じる。しかし、神との交わりにより、主が霊的な血液、命、力を注ぎ込んで下さる。主は私達の状

態をすべて知り、何が必要か正しく御存知で、私達に、力と愛と思慮分別、識別力を与えて下さる。 


